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論文の内容の要旨
系統に依存せず、太陽光発電などの再生可能エネルギーにより発電する系統非依存型電源システムの実用
化を目的として、電力供給不足率の信頼性評価に基づく設備容量の計画手法を構築した。本手法では、シス
テムの供給信頼度や経済性、環境性を正確に評価することができ、導入条件に応じて適切な容量計画ができ
る。さらに太陽電池と水電解を直結したシステムの制御方法を提案し、実験的に実現可能性を検証して、電
力変換機器コストおよびエネルギー損失削減が国れることを示した。以上によって、遠隔地域や離島での再
生可能エネルギーを利用しつつ環境負荷をできるだけ抑制した独立電源システムの実用化への展望を明確に
した。
審査の結果の要旨
本論文は、開発途上国や離島など都市部から遠く離れた地域での電力供給実現を目的に、再生可能エネル
ギーやコージェネレーション等の最先端技術を含めて、大規模電力系統に依存しない独立システム構築に関
する研究をまとめたものである。設備構成に応じて供給信頼性、環境性、経済性の各ノfラメータの関係を定
量的に求め、ユーザーのニーズに応じてそれぞれの電源容量を最適化する手法を確立した。また、長時間エ
ネルギー貯蔵が可能な水電解水素貯蔵について、直結により水電解セル数可変で太陽電池の最大出力点追尾
をする方法とその制御法を提案して、実験的に有効性を検証した。これら成果は独立電力供給システムの実
用化に大きく貢献すると考えられ、国内外の関連学会においても高い評価を受けている。
平成 24年 2月7日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著者に論
文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員によって、合
格と判定された。
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(工学)の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。
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